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タ
ウ
ン
情
報

お
正
月
特
別
講
座

し
め
縄
飾
り
作
り

■
と
き

　
12
月
15
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
　

　
１
０
０
０
円
（
材
料
費
、
そ
の
他
）

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

ミ
ニ
門
松
作
り

■
と
き

　
12
月
16
日
㈰
　
午
前
９
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
　

　
５
０
０
円
（
材
料
費
、
そ
の
他
）

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

※
事
前
に
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で

申
込
み
。

問
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
　

　
☎
㉖
３
２
１
１

　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
中
央
公
民
館
内
）

第
２
回
日
田
市
公
民
館
運
営
事
業
団
理
事
長
杯

ク
バ
ー
ラ
大
会

　
公
民
館
青
少
年
教
室
の
生
徒
が
J
I
C
A

の
体
験
談
発
表
や
ク
バ
ー
ラ
を
通
し
て
、

国
際
理
解
を
深
め
る
大
会
で
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
12
月
８
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
総
合
体
育
館

問
公
民
館
運
営
事
業
団
事
務
局

　
☎
㉘
５
７
８
６

住
ま
い
の
無
料
相
談
会

　
住
ま
い
に
関
す
る
こ
と
、
職
人
に
な
り

た
い
人
、
行
政
書
士
に
よ
る
相
続
の
手

続
、
遺
言
な
ど
の
相
談
窓
口
で
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
12
月
９
日
㈰

　
午
前
９
時
15
分
〜
正
午

　
パ
ト
リ
ア
日
田

問
一
般
社
団
法
人
日
田
職
人
会
（
仁
科
）

　
☎
㉘
５
５
９
０

そ
ば
打
ち
体
験
参
加
者
募
集

　
そ
ば
打
ち
体
験
や
餅
つ
き
体
験
を
行
い

ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
住
所
・

氏
名
・
参
加
人
数
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
12
月
９
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
月
出
山
多
目
的
交
流
館

□
募
集
数
　
50
人
（
先
着
順
）

□
申
込
期
限
　
12
月
７
日
㈮

問
月
出
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　
☎　

㉔
８
７
１
８

心
の
病
を
考
え
る
地
域
学
習
会

　
心
に
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
や
そ
の

家
族
を
対
象
に
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
話
や
薬
の
正
し
い
飲
み
方
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
12
月
10
日
㈪
　
午
後
１
時
〜
４
時

　
パ
ト
リ
ア
日
田
ス
タ
ジ
オ
１

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
田
フ
レ
ン
ド
ワ
ー
ク
（
桑
野
）

　
☎
㉒
８
４
２
２

第
25
回
全
国
マ
シ
ン
ロ
ー
イ
ン
グ
大
分
大
会

　
マ
シ
ン
ロ
ー
イ
ン
グ
と
は
、
陸
上
で
行

う
ボ
ー
ト
マ
シ
ン
で
す
。
小
・
中
学
生
を

対
象
に
し
た
大
会
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
12
月
23
日
㈷
　
午
前
９
時
〜

　
中
城
体
育
館

※
事
前
の
申
込
み
は
、
左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
大
会
当
日
の
参
加
も
可
能
で
す
。

問
大
分
県
ボ
ー
ト
協
会
（
渡
辺
）

　
☎
０
９
０
‐
１
５
１
３
‐
６
８
９
９

日
田
高
等
学
校
定
時
制
説
明
会

　
概
要
説
明
、
学
校
紹
介
、
入
試
説
明
、

ビ
デ
オ
上
映
等
を
行
い
ま
す
。
年
齢
に
か

か
わ
ら
ず
興
味
が
あ
る
人
は
お
越
し
く
だ

さ
い
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
12
月
25
日
㈫
　

　
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

　
日
田
高
等
学
校
定
時
制
１
階
給
食
室

※
学
校
見
学
は
、
事
前
の
連
絡
で
随
時
実
施
し

ま
す
。

問
日
田
高
等
学
校
定
時
制
（
安
元
）

　
☎
㉒
７
６
１
２

第
24
回
大
鶴
新
春
マ
ラ
ソ
ン

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
少
雨
決
行
）

　
平
成
25
年
１
月
３
日
㈭

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
大
鶴
ス
ポ
ー
ツ
広
場

□
種
目

①
マ
ラ
ソ
ン
の
部

②
タ
イ
ム
宣
言
の
部

□
参
加
費
（
保
険
料
を
含
む
）

・
小
学
生
以
下
　
５
０
０
円

・
中
学
生
以
上
・
一
般
　
１
０
０
０
円

※
申
込
用
紙
は
、
大
鶴
公
民
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.hita-k.org/ootsuru/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

□
募
集
数

　
１
５
０
人
（
先
着
順
）

□
申
込
期
限

　
12
月
21
日
㈮

問
大
鶴
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会

事
務
局
（
大
鶴
公
民
館
内
）

　
☎
㉘
２
８
４
６

第
42
回
日
田
市
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

□
と
き
　

　
平
成
25
年
１
月
６
日
㈰
　

・
開
会
式
　
午
前
９
時
〜

□
と
こ
ろ

　
陸
上
競
技
場

□
種
目

　
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
15
部
門

※
各
部
門
の
詳
細
・
距
離
等
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

□
参
加
費
（
保
険
料
を
含
む
）

・
小
・
中
学
生
・
高
校
生

　
一
人
３
０
０
円

・
一
般
　
一
人
５
０
０
円

※
申
込
用
紙
は
、
陸
上
競
技
場
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

□
申
込
期
限

　
12
月
21
日
㈮

問
㈶
日
田
市
市
民
サ
ー
ビ
ス
公
社
新
春
マ

ラ
ソ
ン
係
（
陸
上
競
技
場
内
）

　
☎
㉔
６
９
３
０

大分県人権啓発
イメージキャラクター 
こころちゃん

市ホームページの自治基本条例の取組ページに、過去
の会議の内容（資料、会議要旨）を掲載しています。
併せて、自治基本条例に関するご意見も随時、募集し
ています。また、市民ワーキンググループ会議は原
則、公開していますので、傍聴を希望する人は企画課
までお問い合わせください。
[行政資料コーナー]
市役所１階行政資料コーナーに自治基本条例関係の資
料を置いていますので、ご利用ください。

自治基本条例とは
市民や議会、行政などがそれぞれの役割を果たしながら、「市民が主役のまちづく
り」を進めていくための基本的なルールのことです。

【問合せ】〒８７７‐８６０１　
          　（住所記載不要）企画課政策企画係
　　　　　☎２２‐８２２７（市役所６階）
　　　　　（ＦＡＸ）２２‐８３２４
　　　　　（メール）kikaku@city.hita.oita.jp

【問合せ】人権啓発センター　☎２２‐８０１７（市役所別館１階）

みんなでつくろう

自治基本条例⑭

条例の素案を
作る

市の課題など
を話し合う

条例のたたき
台を作る

条例の原案を
作る条例制定までの流れ 条例案を作る

　現在、市民ワーキンググループでは「たたき台」
を作っています。今回はその中から<参画、協働>
について、ご紹介します。
　より一層市民に開かれた市政となるためには、い
ろいろな場面で市民の参画を得ながら取組を進めて
いくことが大切です。また、市民と協働で進めていく
ことで、より効果的にまちづくりを行うことができ
ると考えられます。そのために市が努めなければな
らないことを定めています。

【参画、協働（案）の要旨】
・市は、計画や政策の立案段階から、市民参画の機
会を積極的に創出し、市民の意見が市政運営に適
切に反映されるよう努めなければならない。
・市は、まちづくりを目的として主体的に活動する
市民に対し、お互いに対等な立場で相互理解を深
めるとともに、必要に応じた支援を行うよう努め
なければならない。

人権コラム　

心、豊かに
市民意識調査報告⑨

　前回に続き「同和問題」についての調査結果をお知らせします。
　「差別意識はまだあると思いますか」については【グラフ①】のとおりです。「差別意
識をもっている人がいる」や「まだ多い」を併せると約６割近くもあります。
　次に、同和問題を「解決するにはどうすればよいか」については【グラフ②】のとおり
です。「そっとしておけば差別は自然になくなる」が３割を超えるという結果になりまし
たが、それで差別が無くなるのでしょうか。インターネット上には差別情報が存在し、同
和地区を調べるための身元調査や戸籍の不正取得事件が後を絶たず、「そっとしておけば」
では解決できないでしょう。同和問題は自分の課題として捉え、一人ひとりが正しい知識
を身に付け、理解することが必要です。

[グラフ①　差別意識はまだあると思いますか（１つ回答）] [グラフ②　解決するにはどうすればよいか（３つまで）]
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第22回市民ワーキンググループ会議

12月７日㈮ 午後７時～９時
市役所４階庁議室

差別意識をもっている人は
もういなくなった

ほとんどの人が
差別意識はもっていない

なかには差別意識を
もっている人がいる

差別意識をもっている人は
まだ多い

わからない
■今回
■前回（平成18年）

同和地区の人の収入の
安定・向上

同和地区の人と
交流し理解を深める

同和地区の人が十分な教育を
受けられるようにする
同和地区の人が行政や

同和地区外の人に働きかける
同和地区の人が

分散して住むようにする
同和問題について理解が深まるように

人権教育・啓発を推進する
同和問題はそっとしておけば

差別は自然になくなる

問

問問

問問問

問問問




